重職者の手紙Vol.38　　　　深い泉　The Deep Fountain

+幸せを求めるあなたへ

福音ならばできます!

愛に借りがある者なので… 「本が重いのは、もともと木だったためだという話があります。そのように、すべての人間が幸せなことを望む理由も、もともと幸せだったためではないでしょうか」

ある日の深夜に、一人の子どもから緊急の電話がかかってきました。「私のお父さんが死にたいと言うんです。助けて下さい!」しばらくして、そのお父さんとまっすぐに向かい合って座っていました。自分は本当に幸せな生活を送りたかったのに、なぜこのように、もがいてもうまくできないのかわからないと、涙声で話していました。はたして、これがこの方だけの問題でしょうか。」（幸せな手紙の中から)今日は、この文章に出てくる子どもといっしょに夕食を食べました。小学校3年の時、この電話を受けたのに、すでに小学校6年の立派な弟子として育っていきつつあります。いったい福音は何なので、一人の子どもの人生を変えて、一つの家庭の災いを変えるのでしょうか。
福音は人間が解決することができない問題を解決する唯一の答えです。人間は、本来、神様のかたちに創造されて、神様とともに、永遠に万物すべてを治めながら生きる祝福を受けました。魚が水の中で、木は地に根をおろして生きるように、私たちの人間は神様とともに生きるように約束された、たましいを持った存在でした。ところが、人間はサタンにだまされて、神様との約束を破ってしまい、神様を離れる罪を犯したのです。この時から、人間の運命はサタンに左右されて、呪いと苦しみの中に陥るようになりました。そうして、いつも平安がなくて、占いやお祓い、あらゆる偶像崇拝に陥るようになりました。どんなに知識と名誉、お金がたくさんあっても、真の満足がなくて、常に不安で、ノイローゼ、不眠症、うつ病のような精神的な問題に捕われるようになりました。それだけでなく、肉体的な問題も現れるようになって、不治の病、悪夢、名前の分からない病気、繰り返す失敗に苦しめられたりもします。肉体の快楽におぼれてみても、より一層、むなしくて不安になり、真の安息はありません。結局、人間は永遠な地獄の苦しみの中に陥るしかなく、私が体験した苦しみは子孫に伝えられることしかないのです。人間は、この問題を解決してみようと、あらゆる努力をすべてしてみたのですが、いくら立派な善行や哲学、宗教、倫理、道徳でも解決できないのです。
しかし、神様は、人間が神様に会える道を開いてくださいました。約束された救い主を人間の体でこの世に送ってくださり、その方が十字架で血を流して死なれ、復活されて、サタンのしわざを打ちこわし、私たちの罪の問題を解決して、神様に会う道を開いてくださいました。この方が、まさにイエス・キリストです。だれでも、このイエス・キリストを信じて心に受け入れれば、救われて神様の子どもになります。神様の聖霊が永遠に私とともにおられるようになり、私の人生を導いてくださり、呪いと運命から抜け出て、真の平安と祝福を味わうようになり、神様の答えを受けながら人を生かす最も祝福された人生を歩んでいくようになります。信仰の選択は瞬間ですが、救いの恵みは永遠です。あなたは祝福を受けた新しい人生を始めるほど価値のある方です。

「愛の神様。私は罪人です。イエス様が私のすべての罪を十字架で解決して復活されたキリストであることを信じます。今、私の心の門を開いて、イエス様を私の救い主として、私の人生の主人として受け入れます。今、私の心の中に来てくださって、私の主人になってくださり、私を導いてください。今から神様の子どもになった祝福を味わいながら生きるようにさせてください。イエス･キリストのお名前によってお祈りします。アーメン
+ The Leader’s Time　　　　　　　　　　2008年10月17日　通巻第38号　深い泉02
霊的なバタフライ効果の主役の重職者

気象学者エドワード・ローレンツは「遠方の蝶々が羽ばたきだけしても、それが台風になって押し寄せることがある」という「バタフライ効果」の首唱者です。今年7月25日、米国カーネギーメロン大学のランディ・パウシュ教授は48歳の若さで亡くなったのですが「感動のバタフライ効果」を呼び起こした主人公になり、ABCニュースは「2007年の人物」として、タイムは「2007年最も影響力ある100人」の中の1人に選びました。彼の人生と死は、時限付き人生を生きる人々に希望を抱くようにさせ、彼の理論を聞いて自殺しようとする人々が心を改めたと言われています。彼は昨年11月バージニア大学で、最後の講義をするために行こうとする時、引き止める妻の前で「傷ついたライオンでも、ほえ叫びたい」と言いました。この講義は数千万人を感動させて、彼が最後に書いた著書「最後の授業(The Last Lecture)」は、出版されるやいなやベストセラーになって、600万ドルを越える売上を記録しています。命がいくらも残っていない状況で、この本に書いたことは、これから30年間、子どもたちにして上げられることを3ケ月でする方法で選んだと言いながら「ビンに入れて海に出す手紙のように、私の子どもたちがいつか海岸に行って私の講義を発見できることを希望する」と言いました。

ノアは、ネフィリム時代に神様が認められる一人だったのですが、暗やみ時代の文化を変えて、洪水の後に新しい時代を開きました。アブラハムは、神様の召しにしたがって一人で道に出たのですが、全世界を生かす信仰の先祖になりました。イエス様は、この世に来られて、12人の弟子を残して行かれたのですが、その創造的少数は、世界の歴史を変えてしまいました。パウロとともにいた少数の弟子は、後にローマ文化を変えました。この時代に神様は重職者を一つの地域と一つの国を生かす主人公として呼ばれました。小さい者のように見えますが千を成し遂げ、弱い者のように見えますが、強国を成し遂げる霊的なバタフライ効果の主役として呼ばれたのです(イザヤ60:22)。
現場のこだま
「200ウォンで味わう幸せ」

最近は200ウォンでできることは、そんなに多くない。しかし、私は今も200ウォンで大きい喜びを味わいながら生きている。まさに<深い泉>、これのゆえだ。毎聖日、私はときめき半分、期待半分で<深い泉>を購入する。「学校にいる友だちと教授に渡さなければ…」と考えるだけでも、どういうわけか力が出てうれしい。この大事な資料を見て、確かに神様が備えられた弟子が起きることを私は信じているためだ。今週は、いっしょに勉強する年上の友だちに「愛の手紙」第2弾を渡そうと思う。私は「私だけの伝道」を考えて、いっしょに勉強する友だちと先生に、私の心をこめて愛の手紙を書くことにした。しかし、もし<深い泉>がなければ、私の愛の半分が欠けるだろう。そのために、私は主が来られる日まで<深い泉>といっしょに、ねばっこい「同盟関係」を維持したい。

中国語通訳者　ファン・ヘヨン
伝道者の祈り

キリストをこの世に送り、世の中の何によっても解決できない問題を解決してくださったことを感謝します。キリストを送って救いを成し遂げられたことを感謝します。キリストが十字架で死なれることによって、霊的に勝利するようになったことを感謝します。キリストが十字架で死なれることによって、地獄の権威までうち砕かれたことを感謝します。キリストが復活されることによって、聖霊で私とともにおられることを感謝します。毎日、イエスをキリストとして告白しながら、キリストをキリストとして体験しながら、キリストを私の主人として、世界を生かす神様の道しるべの中で、唯一性の答えを味わわせてください。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
+今週の黙想　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　深い泉03

死を死ぬようにさせた死亡事件
人々の最高の関心　☆　だれがなんと言っても、人々の最高の関心は未来と次世代です。自分の家に専属の霊媒師をおいて未来を占いながら事業して破産した鉄鋼会社会長の話、霊媒師の話を聞いて大統領に出馬して失敗した政治家の話だけ見ても、人々は未来を知って生きていくことを望むということが分かります。それだけでなく、2007年現在、韓国の子どもたちの海外留学生の数が21万 7,159人で、昨年一年で支出された留学費用が50億 980万ドルというので、次世代に対する関心もまた最高の関心の中の一つです。これを最もよく準備する民族がユダヤ人だと言えるでしょう。ユダヤ人は、13歳になれば、成人式を通して専門性と経済の土台を用意して、祭りを通して実際的な人生の体験を分かちあいながら、幼い時からトーラー、シェマ、タルムードを通して人生の知恵と専門性を実らせるようにさせます。そして、全世界のどこへ行こうが、シナゴーグ(synagogue、会堂)を作って、次世代を育てています。
未来を準備する専門化の働き　☆　21世紀の未来と次世代を生かすために、専門化の働きが必要です。家庭と教会とRUTC(レムナント共同体)を通じて、子どもたちが専門性のための基礎文化を体験するようにさせて、社会のための具体的な社会文化を開発して、世界交流のための文化のページを開ける専門性があるチームが立てられなければなりません。ここに重職者が先に立ち上がり、伝道企画チームを構成して、真実の祈りを始めなければなりません。そして、次世代は勉強の姿勢をそろえなければなりません。福音にあって最善を尽くす生き方、正しい生き方、最後まであきらめない生き方、私のタラントと方向を捜し出すことが、重要な勉強です。重要なことを上手にする時間管理と、必要なことをできる物質管理、福音的な規律をそろえた生活管理に成功しなければなりません。ここに最も重要な開始が、祈りです。神様が私とともにおられ、生きて働かれるのを体験するようになれば、その時からは、どんなことにも揺れないで、安定と平安を味わうようになります。だから、祈りが最優先の生活のスケジュールになるしかありません。福音の中には全てのものがあります。

キリストの十字架の死は全てのものの完成　☆　キリストが十字架で死んで墓に入られたことは、預言された事件でした。人間の救いを成し遂げる約束された事件で、私たちに霊的に勝利を与えるための約束された事件で、すべての地獄の権威と死の権威をうち破る、約束された事件です。イエス・キリストが私のキリストになって、私の主人になる時、みことばが成就する答えを受けるようになります。人、環境、仕事を越えて神様の国を味わうようになって、私の条件と体質と能力の限界を越えて聖霊に満たされる働きを味わう神様の時刻表の中に入るようになります。この時、使徒の働き的な答えの働きを通して、一時代を生かす神様の道しるべを体験するようになります。私が必ずなければならない時刻表の中に、私が必ずなければならない場所で、私を神様にささげる時、だれも奪っていくことができない唯一性の答えがくるようになるのです。

説教_柳光洙牧師、整理_チャ・ドンホ牧師

毎日、毎日の答えの泉

20日(月)
福音の中で私を守りなさい(ピリピ4:13)
福音の中で24時間、人生の全てを祈りの中に持って行って、与えられたみことばを黙想しながら、神様の国を味わうのが、私を守る方法です。この時から、祈りの見張り人、みことばの見張り人、光の見張り人として世の中に立つようになります。

21日（火）

未来を見た人々の働き(使徒27:10～25)
私たちの働きの中で最も重要なことは、未来を見ることです。パウロと初代教会は未来を分かったので、どんなことにも揺れませんでした。次世代を生かすレムナント運動、教会と現場を生かす伝道運動、世界を生かす真の宣教が私たちの未来です。

22日（水）
福音の確信(ローマ5:8)
キリストはすべての問題を解決されて、キリストの中には全てのものがあります。そのために、福音を悟ったら、事件、問題、貧困、危機は、神様の重要な計画が含まれている機会で、恵みの土台になるという事実を確信しなければなりません。

23日(木)
祝福を受ける弟子のうつわ(Ⅱテモテ2:1～7)
考えを変えれば、全てのものが変わります。偉大な考え、必要な考え、神様の能力を見上げる考えを抱いて、イエスがキリストという契約的な情念を持って、インマヌエルを味わえば、人を生かして、これからやってくる未来の唯一性を発見する時刻表の答えを受けるようになります。

24日(金)
真理に導きながら、やがて起ろうとしていることを示します(ヨハネ16:1～13)
イエス・キリストは、私たちが解決できない原罪と呪いを解決して、サタンに勝つ権威をくださいました。そして、助け主聖霊でともにおられ、私たちを導きながら、やがて起ろうとしている事を知って味わうように働いてくださいます。

25日（土）

ただ答えは一つ(使徒4:1～12)
私たちが受けなければならない本論的な答えは、福音を唯一の解答で握って、これを問題と事件と霊的問題の中で唯一の解答として体験しながら、世界と次世代を生かす唯一性の答えを味わうことです。
週間メッセージ
産業宣教┃専門性を準備しなければならない中高日曜学校(Ｉサムエル17:43～47)
伝 道 学┃葛藤(4)-勉強したくない(箴言1:7)
核心訓練┃祈りを分かる重職者(使徒12:1～25)
聖日1部┃墓に横になったイエス・キリスト(ヨハネ19:38～42)
聖日2部┃神様の未来(使徒1:1～11)
+深い泉STORY　　　　　　　　　　　　　2008年10月17日　通巻第38号　深い泉　　04
演技者の人生、

これがショー(show)だ!

トップスターでない、最高の演技者を夢見る女優Jが言ってくれた。「演技者?人生がショーです。没頭して、演技を続けているなら、自分が誰なのかよくわからなくなります。蜃気楼のような人生というか、空の上にのぼると言うべきなのか…」自分の中に自分がとても多くて苦しいと言った。悲しい女優チェ・ジンシルの告白と合わさる。

瞬間ごとに孤独だという彼女の人生に、隠していた秘密は何だったのだろうか。彼女の死の前で「今は、もう生きる理由がない」として、自ら首を絞めたいのち的(?)友人はもちろん、失神するほど泣き叫んだ周辺の人々の大部分が、言葉と顔で大衆を楽しませる芸能人であるから、より一層、理解できない。その上、デビュー当時からしつこく追いまわした、常識以下の悪いうわさにも、貪欲のように持ちこたえてきた彼女の力強い意志を、一発で打ち倒したことは何だったのだろうか。

このミステリーを解くために、国民みんなが起きて一言ずつ語った。話が少しある者は、幼い年齢から大衆の人気とお金を味わったので「シーソーのような運命」になって、平常を維持するのが難しかったのではないかという分析をし、インターネットでの悪いコメント文が主犯であるから、このところに「チェ・ジンシル法」を作って、牛肉騒ぎで政府をこらしめたインターネットの悪者をきれいに清算しようと、与党も笑いごとにせず法案を通過させようとしている。
野党は突然の政治的な悪い材料にそわそわしている。人生の味を分かること、道理がある者は、おとなしく「老いることの美学」を惹起する。容貌一つにいのちをかけずに、熟していく人生を生きよという目新しい処方も出てきた。心理学者などは、うつ病についての統計を数字で出して「ウェルテル現象」を用心しようと警告もした。実際に彼女の自殺報道以後、三人が圧迫包帯で命を絶ったという記事が、ある日刊紙の下段に静かに隠れて載っていた。自殺率一番の国だと言われているので、自殺報道を自制したマスコミ界の動きもあるだろう。
ところで、問題は人生に答えを与えなければならない教会まで、こんがらかっているということだ。バビロンに捕虜になっていき、滅びて希望がないイスラエルに向かって「血に染まっている」と話した預言者エゼキエルの話を引用した、あるキリスト教の日刊紙は、教会が立ち上がって自殺予防ネットワークを構築しなければならないと促した。ある女性キリスト教の節制会は、チェ・ジンシル法に一つさらに加えて、飲酒警告も入れなければならないと声を高め、それとなく酒に酔って生きる社会を批判した。

韓国の知性と知識を代表するある教会の牧師は、自ら命を絶った芸能人の記事ごとに、例外なく教会という言葉が入っていて、牧師としてはなはだ心苦しさと自責感で胸が張り裂けそうだと吐露しながら、浅薄さに根幹をおいた、悪質さの難しさと闇の中での暴虐的な笑いに心を痛めると言った。一つのいのちを天下より大切に思われるイエス様の心を抱く健康な教会を作って、溺死寸前の人々を人生のうっとりした喜びに導く光の使命を果たそうと、胸にしみるコラムを書かれた。

しかし、本当の問題は、お金でも人気でも、美貌でも、持つことができなかった心の平和と喜び、人生がショーでなく、本当にうっとりした喜びになることを祈りながらも、自分のアイデンティティーと幸せを求めてさ迷った悲運の女優に特別に助けを与えるほどの説得力が、どんな所にもなかったということである。
医師は診断がよくできてこそ、本当の医師である。牧師もまた、霊的な診断がよくできてこそ本当の牧師だ。牧師は学者とは違い、目に見えるかたちや、この世の常識を持って話すのではなく、聖書が話すそのまま、霊的な事実を宣言しなければならない。目に見えない神様の世界で、私たちとともに内住、導き、働かれる聖霊(Holy Spirit)、そして創世記3章に出現して、アダムとエバを惑わして、エデンの祝福を奪っていって、恐れと憎しみと嫉妬と言い訳と、執着と怒り、やみと混とんと空虚を植え付けて、カインに弟を石で打ち殺すようにさせた、その存在、神様に敵対して神様のようになってみようとする高慢さで、バベルの塔を築くことで、隣との疎通を断絶させたその霊的な存在-サタン、悪魔の正体を暴露して、この悪賢い者の策略を崩すために、男の子孫ではない、女の子孫として、乙女マリヤのからだを借りて、万王の王として、この世に来られたイエス・キリストがサタンの頭を踏み砕いてしまわれ、そのしわざを滅ぼされたので、イエス・キリストを受け入れて、神様の子どもになった身分と権威を実際的に人生に適応できるように手助けしなければならないのだ。それとともに、私たちの人生を盗んでいく者、悪魔がいるので、イエス・キリスト、その御名の権威を持って、霊的戦いをしなさいと言ってあげなければならない。

それで、使徒パウロは、世的に洗練されて出る言葉(polished speeches)や、哲学的な話(latest philosophy)は語らず、キリストと十字架だけを話すと決意したのだった(Ｉコリント2章2節)。
文_随筆家、イエスサラン教会牧師夫人キム・ユスン
